
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               燃えないゴ

ミなどについ 

てついて、間違った出し方をしている方が 

います。決まりを守りましょう。 

 石油ストーブ（写真：４月 10日現在で 

少なくとも５日間放置）は、大きさにかか 

わらず『粗大ごみ』です。燃えないゴミ             

 令和 2年 4月発行 

 発行人 

   日の出町会長 

 日の出町会では、青森市資源物集団回収団体に登

録し、資源物の回収に協力しています。第２，４土

曜日に伸和産業さんが回収している分が、それです。 

 市では、奨励金として 1㎏あたり４円を交付して

います。昨年度は、伸和産業への売却金が 57878

円、これに伴う市からの奨励金が 45648円で、合

計すると 103526 円でした。約 45％が市からの

奨励金です。 

 町会の運営費用となる分は、「第２，第４土曜日」

に回収された資源物に対する売却金と奨励金ですの

で、他の曜日のゴミ収集で出した分は、全く該当し

ません。 

 回収している資源物（左の表を参照）については、

できるだけ「第２，第４土曜日」（9：00 まで）に

出していただきたいのです。 

 さて、今年の重点回収資源物は「アルミ缶」（㎏あ

たりの単価が最も高い）です。スチール缶との分別

は簡単ですし、つぶすのもアルミ缶ならば楽にでき

ますので、是非とも「第２，第４土曜日」に出してい

ただきますようお願いいたします。 

 なお、これによる収入は、町内会計に繰入れられ、

ゴミ袋配布やゴミ収集場費に配分されます。今年度

のゴミ袋配布は４０枚を予定しています。（①３０ℓ

のみ、②３０ℓ・４５ℓ半々、③４５ℓのみ の３

択で実施する予定です。後日案内します。） 

 （注）第 1，第 3土曜日にも回収されていますが、

他団体の収入となります。  

 

 

          

 

 

“感謝が感謝を生み､不平が不平を呼

ぶ”といいます。 

暗雲漂う中、一条の光を求めて前進ある

のみです。 

おのれファーストではお先真っ暗です。 

地縁を強く意識して手を携えて生きて行

きましょう。 

日の出町に住まわせてもらっていること

に感謝しつつ。 （町会長 奈良 安規） 

年度初めに 
想うこと  
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には出せません。粗大ごみとして廃棄しま

しょう。 今年の初めには、「仏壇」がゴミ

として出されていました。町会長など、撤

去に腐心しました。 

 青森市の「ごみの出し方分別事典」（19

ページ）を近日中に印刷・毎戸配布するこ

ととしましたので、ご活用ください。 



 

 

 

 昨年１２月に行われた町内会の忘年会で、架空請求や迷惑電話の話題 

になり、参加１４名中２名が、架空請求ハガキが届いた経験が複数回ある 

事がわかりました。近頃では、「コロナ」詐欺なるものも出没しているそうで、注意喚起のために

詐欺等について取り上げました。 

《「架空請求ハガキ」とはこんなもの》 架空請求のハガキとは、左の

写真のようなもので、これは日の出町会会員に来た実物です。（画像は

加工してあります） 実際に存在しているかのような団体名を使い、不

安を掻き立てるような内容で、惑わそうとしています。身に覚えがなけ

れば、無視してかまいませんが、積極的に消費生活センター（電話番号

188）にも通報しましょう。様々な相談もできると思います。 

《迷惑電話、0120のほかに 0800も》 しつこい勧誘などの迷惑電

話の番号で有名なのは「0120」発信のものですが、もう一つ、似たよ

うなものに「0800」発信のものもあります。「0800」って、一般の携

帯電話では？と思われるかもしれませんが、一般の携帯電話では、４桁

目は 0 ではありません。 両方とも、電話に出たとしても、電話をか

けたとしても、通話料はかかりません。 

《裁判所からの封書は、無視できない》 まれに、裁判所から封書が届く場合があるそうです。そ

ういう場合は、身に覚えがなくても、即、消費生活センター（電話番号 188）に通報し、相談し

ましょう。 裁判所をかたっている場合もあるようで、封筒記載の番号に電話をしたりしてはいけ

ません。 本物の場合、専門家に相談しないと解決しにくいようです。 

《「コロナ」詐欺の実例》 「コロナウイルス」に便乗した詐欺行為の実例を、い

くつか紹介します。 ▶市の新型コロナウイルス対策室を名乗り、個人情報を聞き出す

不審な電話を受けた ▶携帯電話会社名で、新型コロナウイルス関係の助成金を配布す

るとのメールが届いた ▶自宅の固定電話に「新型コロナウイルスの検査が無料で受け

られる。マイナンバーが必要。これから自宅に行く」という電話があった ▶息子を名

乗り「会社の上司に借りたお金を返して」と電話があり、上司から「新型コロナウイル

スで困っているのですぐにお金を返してほしい」と頼まれ、現金を手渡した。 

  

≪令和元年度 日の出町会関係活動記録≫（通信№1以降 抄） 

月日 行事 場所(会場) 備考 

12/22(日) 防災避難訓練 油川市民センター 町会長 

1/4(土) 油川連合町会新年互礼会 油川市民センター 町会長・副会長 

1/25(土) 第 7回役員会 セーフティー社 10:00～  

2/5(水) 防災セミナー(青森市市民部主催)14:30～ アウガ 5階 町会長 

2/9(日) 初午祭 11:30～ 油川市民センター 町会長 

2/18(火) 青森市町会連合会北部地域協議会 油川市民センター 町会長 

2/27(木) 日赤油川分室勉強会・定時総会 油川市民センター 町会長 

3/14(土) 会計監査（平成３１年度） セーフティー社 10:00～ 町会長・副会長・会計・監事 

4/4(土) 日の出町会総会延期 (油川市民センター)  

 


